
昭和の福音詩歌（復刻版） 

 

 

１．愛の主イエスと 

２．おお、主イエスよと叫べば 

３．主イエスが来たのは 

４．主イエスの愛 

５．初めて主イエスに出会ったときに 

 

６．イエス、イエス、わたしの命 

７．イエスを知らずに 

８．わたしの肉を食べず 

９．この道はイエスの道 

１０．すばらしき救い 

 

１１．イエスについて行こう 

１２．主はふるまいを 

１３．町のどこかで 

１４．人はかつて主を知らず 

１５．むなしいむなしい毎日を 

 

１６．むなしい荒野を 

１７．友よすばらしい（露民謡ステンカ・ラージン） 

１８．イエスを知る前 

１９．永遠の神の計画は 

２０．神はそのひとり子を賜った 

 

 

 

 

 

２１．あなたの指のわざ 

２２．創世記一章によれば 

２３．あなたの笑顔 

２４．いつまでも、いつまでも 

２５．愛させよイエス 

 

２６．主イエスはわたしの牧者 

２７．さらにキリストを 

２８．おいら教会の 

２９．イエス最愛の主 （中補３１６） 

３０．シメオンのように 

 

３１．雨のようにふりそそぐ 

３２．ある日主イエスに 

３３．風の流れは 

３４．イエスよ、われ、なれを愛す 

３５．観念すてて 

 

３６．主は命、わが命 

３７．谷川をしたいあえぐ 

３８．キリスト・イエスにある者は 

３９．至聖所のうちに入り 

４０．いつもいつもよろこびと 

 



１．愛の主イエスと 

 

愛の主イエスと 楽しいひととき 

心あわせ イエスに歌おう 新しきうた 

命もたらし 自由もたらし 

希望もたらす そは神の子羊主イエス 

イエス イエス 平和の君 

死のきずなより 解かれて歌おう 

ハレルヤ とわのうた 

 

 

 

 

 

２．おお、主イエスよと叫べば 

 

一 おお、主イエスよと叫べば うちより歌あふれ 

  毎日楽しくなる 主イエスはいるから 

二 おお、主イエスよと叫べば 内よりちからわき 

  いかなる困難をも 乗り越えてよろこばん 

三 おお、主イエスよと叫べば たちまち主が入り 

  楽しみと安らぎで 私は満たされる 

 

 

…彼を呼び求めるすべての者に、 

彼は豊かです． 

（ローマ１０：１２） 

３．主イエスが来たのは 

 

主イエスがきたのは羊に命を 

豊かに命を得させるために 

緑の牧場の尽きぬ喜び 

得るためイエスに向かって叫ぼう 

おお、わが主イエスよ 

 

わたしが来たのは、羊が命を得、 

しかも豊かに得るためである。 

（ヨハネ１０：１０） 

 

 

 

４．主イエスの愛 

 

一 主イエスの愛はとわーに絶えず 

主イエスの愛は豊かに 

主イエスの愛はあふれ出でて 

すべての人をうるおし満たす 

 

二 主イエスの霊は内―に宿り 

主イエスの霊は豊かに 

主イエスの霊はあふれ出でて 

すべての人をひとつにする 



５．初めて主イエスに出会ったときに 

 

一 初めて主イエスに出会ったときに 

  ハレルヤわたしの心の中に 

喜びの泉があふれてきたの 

生まれてはじめて知った愛 

すべてにまさるまことの愛 

 

二 遠くきびしい一人の道で 

主イエスはわたしのすべてとなった 

愛され愛するうるわしさよ 

主にあるわたしのゆくてには 

きょうにもまさる喜びがある 

 

 

愛には恐れがありません． 

完全な愛は恐れを追い出します… 

（ヨハネ一書４：１８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．イエス、イエス、わたしの命 

 

一 むなしーい わたしーは 何かを求めてた 

隠れーた 心の 深みを満たすもの 

ある日主に出会い かわきいやされ 

いのちの水がー あふれー出ーたーの 

＊ イエス、イエス わーたしーの、わたしの命 

いまかわき満たす わたしの命 

二 命を味わい 生ける水、求む 

たかーく上げられ、ビジョン得たーの 

ある日主に出会い 教会の中で 

とわの喜びに 満たさーれーたーの 

三 はてしなき さまよーい むなしいもがき 

すべてーの苦しーみ 何の益もなし 

今、主の名を呼び 主イエスを得―よ 

主イエスはあなたと ひとつになりたいの 



７．イエスを知らずに 

 

一 イエスを知らずに ぼくらは生まれた 

イエスを知らずに ぼくら育った 

主の愛に触れて 歩きはじめる 

主イエスに向かって 賛美しながーら 

＊ 主イエスの名前を 覚えてほしい 

主イエスの名前は 命、与える 

 

二 悩みにしずんで よろこびない時 

思いにとらわれ 自由がないとき 

そんーなわたしに 残っているのは 

「主イエス！」と叫んで よりたのむだけさ 

 

三 キリストを愛し 教会を愛し 

主イエスの名前を 叫ぶ人なら 

だれでも 一緒に 歩いていこう 

すばらしい 主イエスの 輝く道を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．わたしの肉を食べず 

 

一 わたしの肉を食べず 血を飲まぬ者 

命はなく、かわく 

わたしの肉を食べ、血―を飲む者 

わたしにより生きる 

ハレル、ハレルヤ ハレル、ハレルヤ 

命のパン 主イエス 

二 わたしに来る者は、決して飢えずー 

また、かわきも いやさる 

わたしに来る者を、拒みはしない 

とわの命 受けよ 

ハレル、ハレルヤ ハレル、ハレルヤ 

命のパン 主イエス 

 

朗読 

「人を生かすものは霊であって、肉は何の役にも立たない。 

わたしがあなたがたに話した言葉は霊であり、また命である。」 

それ以来、多くの弟子たちは去っていって、もはや、イエスと

行動を共にしなかった。そこで、イエスは十二弟子に言われた、 

「あなた方も去ろうとするのか？」 

シモン・ペテロが答えた、 

「主よ、わたしは誰のところに行きましょう。 

永遠の命の言葉を持っているのはあなたです。」 



 

三 わたしに来るものは 決して飢えずー 

また、かわきもいやさる 

わたしに来るものを 拒みはしない 

とわの命 受けよ 

ハレル、ハレルヤ ハレル、ハレルヤ 

命のパン 主イエス 

ハレル、ハレルヤ ハレル、ハレルヤ 

愛する神 主イエス 

ハレル、ハレルヤ ハレル、ハレルヤ 

愛するみ名 主イエス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．この道はイエスの道 

 

一 この道はイエスの道 平安の道 

石ころだらけでも歌いながらゆける 

ごらん われらは今や今や 主と～ひとつ 

霊の中で われらはひとつ 

いのちの水あふれ 満たされることを 

 

二 幸せはどこにある イエスの中にる 

主イエスのみ名を呼び 笑いながら行こう 

ごらん 主イエスの愛は愛は 限りなく 

友と主のめぐみ語る時 

イエスの深きあい迫り来て このくちびるに 

賛美が あふれ出る あふれ出る あふれ出る 

 

 

なぜなら、 

「主の御名を呼び求める者はすべて救われる」 

からです。 



１０．すばらしき救い 

 

一 主イエス 主イエス すばらしき救い 

主イエス 主イエス かんたんな救い 

主イエス と叫べば 王国の種は 

わが霊にいり 喜び満たされん 

 

二 主イエス 主イエス すばらしきみ名 

主イエス 主イエス 心より叫ばん 

環境は変われど ふしぎな力 

わが霊満たし 主の勝利に生きん 

 

三 主イエス 主イエス 王国の味わい 

主イエス 主イエス 日々わが霊したわん 

入りし種成長し 豊かに実らん 

わが霊あふれ 主のみ名ほめたとう 

 

 

なぜなら、 

「主の御名を呼び求める者はすべて救われる」 

からです。 

 

 

 

 

 

 

 

１１．イエスについて行こう 

 

一 イエスについて行こう どこまでもついて行こう 

すばらしいことを 教えてくれた 

生きる喜びを 教えてくれた 

イエスについて行こう 

 

二 イエスとともにいこう いつまでもともに行こう 

苦しいときも 悲しいときも 

復かつのたいのう たいりきくれて 

イエスとともに行こう 



１２．主はふるまいを 

 

一 主はふるまいを みまえにひらき 

ゆたかなるかてをそなえ 

飢えたる者を まねかせたもう 

いそぎ来たりてしょくせよ 

 

＊ 「いそぎ来たりてしょくせよ 

わがむしろにすわれよ」と 

のたもうきみは みずをも酒に 

変えたまいし主イエスなり 

 

二 漁なせる 弟子らのために 

主はパンと魚をそなえ 

火にあぶりつつ まねきたまえり 

いそぎ来たりてしょくせよ 

 

三 主ははなよめを むかえるために 

やがてこの世に来たまわん 

そのときわれも みまえにつどい 

とこしなえに主としょくせん 

 

 

初めのしるし（ヨハネ２章より） 

ペテロへの顧み（ヨハネ２１章より） 

わたしたちの命なるキリストが現される時、 

あなたがたも、彼と共に栄光のうちに現されます。 

（コロサイ３：４） 

１３．町のどこかに 

 

一 まちのどこかに さみしがりやがひとーり 

いまにも泣きそうに おもいにしずんでる 

イエスを知らずに なにかをもとめーて 

さまよう ひとりのわかもにょー 

いえにおいでよ かみの住みたもういえへ 

あなたのかえりを 主イエスは待っている 

 

二 イエスをごらんよ さみしがりやのきみー 

こころのとびらを たたいているーイエスを 

あなたをあいし いのちまでもすてた 

主イエスのみこえを きかないかー 

ともにうたおう かみのくすしきみわざを 

みむねにそーって ともにすすもうよ 



１４．人はかつて主を知らず 

 

一 人はかつて 主を知らず 

人はだれも人生の 旅に出る 

どこからきてどこへ 行くかも知らず 

こころのうち風が 吹きぬけるだけ 

人はだれもあくせく はたらくが 

人はだれもむなしさを かみしめる 

 

二 主はあなたをたずね出し 救われる 

主はあなたの重荷を おろされる 

帰っておいでよと 呼ばれるイエスに 

心開き「イエス」と叫ぶだけで 

人はだれも人生の かわきいやされ 

人はだれも喜びで 満たされる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５．むなしむなしい毎日を 

 

一 むなし むなしい毎日を 

すごしているあなた 

いちど 主のみ名 叫んで 

みては いかがですか 

 

二 み名を叫んだ その日から 

主イエスの愛に満たされて 

毎日楽しく すごせます 

主イエスがいるからさ 

 

 

わたしは太陽の下に起こることをすべて見極めたが、 

見よ、どれもみな空しく、風を追うようなことであった。 

（伝道の書１：１４） 



１６．むなし荒野を 

 

むなしい荒野をあとにして 

ぼくたちが集まる肩くみあって 

家ができる 美しい家が 

あふれる声、叫び、そして歌 

君の笑顔に 命満たされ 

あの星たちの間に 

ぼくも光る 暗い空に 

み名を呼びつつ 

おお、主イエスと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７．友よすばらしい 

 

一 友よ すばらしい 主イエスを受けよ 

目にこそ見えねど 主は今ここに 

 

二 人はみな神の 栄光にかける 

その罪あがない 主は今ここに 

 

三 栄光満たすため うつわとなして 

われらを造りし  主は今ここに 

 

四 命を与える霊 となりし主は 

われらの近くに  主は今ここに 

 

五 愛も忍耐も 柔和 力も 

すべてを含んで  主は今ここに 

 

 

 

 

 

 

 

イエスは彼に言われた、 

「あなたはわたしを見たので信じた。 

見ないで信じた者は幸いである。」 

（ヨハネ２０：２９） 



１８．主イエスを知る前 

 

一 主イエスを知る前 ひとりむなしく 

何かを求めて さまよい続けた 

ある時、ここへやってきて 

すばらしい 仲間にあった 

主イエスの名を呼び ともに歌う仲間よ 

 

＊ このすばらしい愛をいつまでも 

このすばらしい愛をいつまでも 

 

二 主イエスに出会った その時に 

わたしの心は何かを 感じた 

ハレルヤ わたしも知った 

すばらしい 主イエスのあーい 

主イエスを楽しみ ともに歌う仲間さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９．永遠の神の計画は 

 

一 永遠の神のー計画は キリストと教会にあり 

すべてのもののー真実と 実際もまたそれにあり、 

アダムとイブに始まって 啓示録にー終わるまで 

かーみと人がえいえんに ともにくーらーすことなり 

 

二 教会生活楽しもう キリストをばかしらとし 

兄弟姉妹ととーもーに ボディライフを楽しもう 

おとなとこどもの区別なく こくせき・人種の区別なし 

 

三 かしらと体の計画は 聖書の告げるところなり 

キリストと教会の奥義 啓示によりすでに知る 

それゆえ教会のーなかで 花嫁準備をととのえて 

主イエスの来るのを 待っている 

主イエスの来るのを 待っている 

 

 

※ ボディライフ（BodyLife）： 

からだの生活、キリストと教会を指す 

 

 

 

 

すべて労苦し重荷を負っている者は、わたしに来なさい． 

そうすれば、わたしはあなたがたに安息を与える。 

（マタイ１１：２８） 



２０．神はそのひとり子を賜わった 

 

一 神は そのひとり子を 賜わったーほどに 

世人をあーいしーて くださった 

 

二 それは みー子ーイエスを 信じる者が 

ひとりも滅びないで 命得るため 

 

三 イエスを 受け入れよ 心を開いて 

あなたを愛している イエス キリストを 

 

 

神はそのひとり子を賜わったほどに、世の人を愛された． 

それは、彼の中へと信じる者が一人も滅びないで、 

永遠の命を持つためである。 

（ヨハネ３：１６） 

 

２１．あなたの指の（詩篇８） 

 

あなたの指のわざなる天を見 

あなたがもうけられた 

つきとほしとを見て思います 

人はなにものなので 

主イエスよ これをみーこころーに 

とめられるのですーか 

 

２２．創世記一章によれば 

 

一 創世記一章によれば 地は栄光に欠けていた 

サタンを打ち砕くため 神は人をつくーられた 

ハレル、ハレル、ハレルーヤ ハレルヤ 人が中心 

 

二 神は言わーれた人を 造り治めさせ 

地を回復させ栄光を そこに満たし あらわそうと 

ハレル、ハレル、ハレルーヤ ハレルヤ 場所は地上 

 

三 人 知識に堕落し 約束の御子、来て 

二千年前に敵破り 今、地取り返そうとしてる 

ハレル、ハレル、ハレルーヤ ハレルヤ 時は今！ 

 

四 召会の中に人のこと 主のまぼろしを見て 

霊にもどり 霊 に燃えて 神と混ざりつ、一体になっろう 

人が地上で 今 主と ハーレルヤ 混ざり合う 

 

 

 

 

 

 

 

人生の奥義を知る四つのカギ 

神の創造 人の堕落 キリストの贖い 神の分与 

（人生の奥義より） 



２３．あなたのえがおの 

   

一 あなたのえがおのむこうにある悲しみを  

主イエスの胸のなかで うちあけてごらん 

ひとりで歩いて来た道だから とてもさみしい 

古い自分を捨てて 主イエスの胸でおやすみ 

 

二 ひーとは出会いと わかーれをーくりかえす 

うつりゆく ひとの愛をあなたを 知っているね 

 

＊ 主イエスの大きな愛の中を 

ともに歩もう 

古い自分を捨てて 

主イエスの胸で おやすみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２４．いつまでも、いつまでも 

 

一 いつまでも、いつまでも 主イエスについて 

どこまでも、どこまでも、したがいつづけてあゆみたい 

とわにかわらぬ 主イエスのあいが 

わたしのこころを 引き寄せしたわす 

 

二 よろこびの よろこびの なみだにくれて 

いつまでも いつまでも 主イエスのあいにーひたりたい 

とわにかわらぬ 主イエスのあいに 

わたしのこころは やすらぎおぼえる 

 

三 主のいのち 主のいのち あふれるいのち 

主イエスこそ 主イエスこそ わたしのすべてを満たすか

た 

とわにかわらぬあなたのあいを 

わたしのこころに書きとめておきたい 



２５．愛させよイエス 

 

一 愛させよいエス ただなれのみ 

世につくものを われ、したわじ 

なれのみわれの 義となりたもう 

ながうちにては 心、かろし 

 

＊ 愛させよいエス ただなれのみ 

血しおのうちで われ、たのしむ 

なれこそ、れいぞ たえに甘し 

愛させよイエス ただ、なれのみ 

 

二 自己に従い 荒野に入り 

悲しみの時 われ悟りぬ 

「われこそ道ぞ、よき地なり」と 

のたもう君は わがすべてぞ 

  

三 しげき思いの いざないにも 

ただなれにきき み名を叫ばん 

暗き時にも われ戻りて 

なが豊かさに ただ、酔いしれん 

 

四 食べさせよイエス ただ、なれのみ  

みことば、たまえ 喜び、行かん 

なれのみわれの 楽しみなり 

霊のうちにて われは強し 

 

 

２６．主イエスはわたしの牧者 

 

一 主イエスは わたしの牧者です 

乏しい ことがない 

緑の牧場に伏させ 

いこいーへみちびく 

 

二 主イエスは たましいを生ーかして 

正しく 導く 

死の陰、谷、歩むとも 

わざわい恐れません 

 

三 あなたは とーもにおられます 

あなたの さの、つえ 

わたしをなぐさーめます 

おお、主イエス、イエースよ 

 

四 あなたは わたしの敵の前で 

わたしに 宴を儲け 

こうべに油ーそそぎ 

さかずきあふれます 

 

 

死の陰の谷を行くときも、わたしは災いを恐れない。 

あなたがわたしと共にいてくださる。 

あなたの鞭、あなたの杖、それがわたしを力づける。 

（詩篇２３：４） 



２７．さらにキリストを 

 

一 さらにキリストを さらにキリストを 

神のいのちなる キリストを得たい 

  

二 もしもわたしが さまーたげならば 

砕かれるとも さらに主を得たい 

 

三 ながわくはいつも わたしには死が 

わが主イエスにーは 自由があるように 

 

 

２８．おいら教会の 

 

一 おいらきょうかい 生けるいーしーは 

つめたい雨に 打たれるとーきーも 

御言葉信じて 目を上ーげる 目ーーを上げる 

 

二 教会こーそーは おいらのじーんー生 

御言葉をー食ーべ キリストエンジョイし 

きょうーもあーすも 生かさーれる 生ーーかされる 

 

三 おいらきょうかいの 建造の材木は 

あるいはけーずられ ときには切られるも 

栄光の御国を築き上げる 

 

 

 

２９．イエス最愛の主 

 

一 イエス最愛の主 心より愛し 

わたしの心は 甘く安らぐ 

あなたを愛します 主御自身だけ 

たぐいないのは 愛の喜び 

主よ、この世の物に 奪われた心をーー 

悔いて今近づくー イエス、最愛の主 

 

二 あなた以外は 何もほしくない 

だからあなたで 満たされていたい 

イエス最愛の主 心より愛し 

わたしの心は 甘く安らぐ 

主よ、この世の物に 奪われた心をーー 

悔いて今近づくー イエス最愛の主 



３０．シメオンのように 

 

一 シメオンのように 正しく信仰ふかき人 

すくいの御子に あいまみゆるを持ち望む 

 

＊ めぐみの主イエス きたりーませ 

御国の主イエス きーたりーませ 

 

二 アンナのように 夜も昼も宮にいて 

断食と祈り 神に仕えて主イエス待つ 

 

三 マリヤのように イエスの足もとにすわりて 

御ことばを聞く 主よみこころを語りませ 

 

四 みこころを知って ほおむりのーためつぼくだく 

香油をそそぎ 用意したのはマリアだけ 

 

五 耳のある者 七ばいの霊かたること 

たずねきわめて みむねどおりに従わん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３１．雨のようにふりそそぐ 

 

一 雨のようにふりそそぐ 愛の主の恵み 

つゆのようにしたたる 主のみことば 

われら主のいのち わかくさの上に降る 

こさめのよう 

あお草の上にくだる 方だちのよう 

 

二 （朗読）天から雨が降り 雪が落ちて 

また帰らず 地を潤して 

物を生えさせ 芽を出させて 

種まく物に 種を与え 

食べる者に かてを与える 

 

このように わが口から出る言葉も 

むなしく わたしに帰らない 

わたしの喜ぶところのことをなし 

わたしが命じ送った事を果たす 



３２．ある日主イエスに 

 

一 ある日主イエスに出会った そして知ったさ 

いつも主イエスを叫んで 楽しむこーとを 

主イエス ハレルヤ 楽しいな 

主イエス ハレルヤ ほんとうの楽しみ 

 

二 そして主イエスを感じた 霊の中で 

この世にこんな喜び あるってーこーとを 

 

三 ある夜主イエスとふたりで 語り合ったさ 

その時はじめて知ったさ 主イエスの愛を 

主イエス ハレルヤ イエスの愛 

主イエス ハレルヤ ほんとにすばらしい 

 

四 兄弟姉妹の内には イエスが生きている 

どんなにつらい時でも だからー強いんだ 

主イエス ハレルヤ ハレルハルレヤ 

主イエス ハレルヤ ハレルヤアーメン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３．風の流れは 

 

一 風の流れは だーれも知らなーい 

霊の命もかーぜと同じ 

大きな声で 主イエスを呼べーば 

あなたの心に命が入る 

 

二 生まれた時は なーにも知らなーい 

そこには新しい 命があーる 

ただ必要なのは 食べることだーけ 

食べーて 食べーて 成長するの 

 

三 新しく生まれて 教会のなかーで 

兄弟姉妹の愛の中で 

ただわたしは単純になーって 

主イエスの名前を 名前を呼ぶの 

 

四 教会生活 ほんもののたのしみ 

生きてるあかしが こーこにあーる 

喜び急いで 準備をととのえ 

もうすぐ 主イエスが 来るのを待つの 

 

 

風は思いのままに吹く．あなたはその音を聞くが、 

それがどこから来て、どこへ行くかを知らない． 

その霊から生まれる者もみなそうである。 

（ヨハネ３：８） 



３４．イエスよ、われ、なれを愛す 

 

一 イエスよ われ、なれを愛す 

なが愛はわれを 引き寄せる 

ゆえ、われ、なれを したい求む  

 

なれ、愛らし 見よ うつくしー 

われ、よろこびに満ちん 

 

二 おお、主イエスよ なが愛は 

ぶどう酒にまさり、なが香油の 

かおりはわれの こころうばう 

 

園のいずみ 生ける水の井 

レバノンよりのながれ 

 

三 わが園に 風よ、吹け 

香料のかおりを ひろく散らせ 

愛するものよ、 きたりませ！ 

 

「わがいもうと、わがはなよめよ 

われ、園にきたりぬ 

ぶどう酒、乳、蜜エンジョイするため 

われ、園にきたりぬ」 

 

 

 

 

３５．観念捨てて 

 

一 観念すーてーて おしえをわすれーて 

ただ、ただ 光に向かって 

目を上げましょう 

 

二 考え込まないで 背伸びをしないーで 

ただ、ただ 主イエスをたーべて 

成長しましょう 

 

三 もしも主イエスーが あなたを照らしたら 

その時 めそめそしないで 

アーメン ハレルヤ！ 

 

四 どんなにおさなくも どんなにだめでーも 

主イエスは 決してあなたを 

見捨てはしない 

 

 

 

 

 

 

…イエスは再び彼らに語って言われた、 

「わたしは世の光である．わたしに従う者は、 

決して暗やみの中を歩くことがなく、命の光を持つ。」 

（ヨハネ８：１２） 



３６．主は命 わが命 

  

一 主は命 わが命 今、うちに すみたもう 

朝な方な 主 楽しーみ 主の豊かさ 味わう 

 

二 主はかしら われら肢体 分に応じ はたらかん 

ふしぶしの 助けにより 愛のうちに 建造されん 

 

三 きたりませ きたりませ 栄光の主 待ちのぞむ 

花嫁準備 ととのえーて ただ花婿 をー待つ 

 

 

 

 

 

 

３７．谷川を慕いあえぐ 

 

谷川をしたいあーえぐ しかのごとくわれも 

ひまわりの日をば恋うごと とこしえにしたわん 

わが心は 変わる日なく 主イエスをば慕いで 

愛は日々さらに深まり わが胸に生くべし 

 

 

涸れた谷に鹿が水を求めるように、 

神よ、わたしの魂はあなたを求める。 

（詩篇４２：２） 

３８．キリスト・イエスにある者は 

 

一 キリスト・イエスにある者は いまや 

いまや、つみに定めらることなし 

キリスト イエスにある者は いまや 

いまや、つみに定めらることなし 

＊ いのちの霊のほうそく つみ 死のほうそくより解く 

ハレルヤ、ハレルヤ おお なんたるかいほうー 

二 にくにつけられしおもいは死 なれど 

霊つけられしそはいのちと平安 

三 ないじゅうする霊、いのちあたえる霊 

からだのはたらきをころす霊なり 

四 みちびきたもう霊、アバ、ちちよと呼ぶ 

子たる身分の霊を受く ハレルヤ 

五 あかしをする霊、また、よわきものと 

ともにありたすけたもう霊ハレルヤ 

六 ことばにならぬうめきもて、せつに 

わがためとりなしたもう霊ハレルヤ 

七 それのみならず、その霊の最初の実 

最初のみとしてのその霊 ハレルヤ 

 

 

 

 

なぜなら、命の霊の法則が、キリスト･イエスの中で、 

罪と死の法則から、わたしを解放したからです。 

（ローマ８：２） 



３９．至聖所のうちに入り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４０．いつもいつも喜びと 

 

いつもいつも喜びと 

たえずたえず祈りもて 

すべてすべてのことごとに 

感謝を神にささげましょう 

 

 

いつも喜んでいなさい．絶えず祈りなさい． 

あらゆることで感謝しなさい．なぜなら、 

これがあなたがたに対する,キリスト･イエスにある 

神のみこころだからです。 

（１テサロニケ５：１６～１８） 

 

 

 

 

二 至せい所のうちに入り 

御かお はいしましょう 

わたしからえいこうが 

かがやきでるでしょう 

＊ ハレルヤ！ハレルヤ！ 

わたしをとおして 

栄光のみひかり 

かがやきでるでしょう 

一 至せい所のうちに入り 

御座に触れましょう 

かわのようーみめぐみが 

ながれ出るでしょう 

＊ ハレルヤ！ハレルヤ！ 

ながれ出るめぐみ 

かわのよう、めぐみが 

ながれ出るでしょう 

三 れいのなかにもどって 

こうをたきましょう 

わきあがるいーのちの 

いずみに触れましょう 

ハレルヤ！ハレルヤ！ 

生ける主のいずみ 

わき出るいーのちの 

いずみに触れましょう 

 


